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(57)【要約】
【課題】ガスを高速かつ一様に移動させることで被検ガ 
ス検出を迅速かつ高い再現性で行うことが可能な、より 
高い費用対効果の真空リーク検知システムおよびより高 
い費用対効果の真空リーク検知方法を提供する。
【解決手段】真空リーク検知の装置は、真空ポンプ１８ 
と、被検体を収めるように構成されて真空ポンプ１８に 
より排気されることが可能な被検室１２と、真空ポンプ 
１８により被検室１２から排気されたガスを検出するガ 
ス検出器１６と、を備える。被検室１２は複数の真空接 
続部２６を有しており、被検室１２を排気するための真 
空ポンプ１８が、複数の真空接続部２６に対して設けら 
れている。真空接続部２６に接続された共有のポンプ空 
間２８が、流れの方向に沿って真空接続部２６と真空ポ 
ンプ１８との間に設けられており、かつ、真空ポンプ１ 
８により排気されることを特徴とする。
【選択図】図２

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ ー ク 検 知 の 装 置 で あ っ て 、
　 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） と 、
　 被 検 体 を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に よ り 排 気 さ れ る よ  
う に 構 成 さ れ た 被 検 室 （ １ ２ ） と 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に よ り 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） か ら 排 気 さ れ た ガ ス を 検 出 す る ガ ス  
検 出 器 （ １ ６ ） と 、
　 を 備 え 、 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） に 、 該 被 検 室 （ １ ２ ） を 排 気 す る 複 数 の 真 空 接 続 部 （ ２ ６  
） が 設 け ら れ て お り 、 該 真 空 接 続 部 が 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に 接 続 さ れ て い る 、 装 置 に  
お い て 、
　 前 記 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ た 共 有 の ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） が 、 流 れ の 方 向 に 沿 っ  
て 前 記 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ） と 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） と の 間 に 設 け ら れ て お り 、 該 ポ ン プ  
空 間 が 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に よ り 排 気 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ） が 、 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ）  
に 開 口 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） が 、 前 記 被 検 室 （ １  
２ ） の 壁 部 、 底 部 （ ２ ４ ） ま た は 蓋 部 （ ２ ２ ） に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置  
。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ）  
が 、 そ れ ぞ れ 別 々 の 真 空 ラ イ ン で 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） に 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら 真 空  
ラ イ ン の 長 さ が 略 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） が 、 共  
有 の ポ ン プ ラ イ ン （ １ ４ ） を 介 し て 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ） が 、 孔  
と し て 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） の う ち 、 該 被 検 室 の 空 間 を 画 成 す る 少  
な く と も １ つ の ハ ウ ジ ン グ 壁 （ ２ ０ ） に わ た っ て 分 布 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ） が 、 前  
記 被 検 室 （ １ ２ ） の 少 な く と も １ つ の 壁 部 お よ び ／ ま た は 蓋 部 （ ２ ２ ） お よ び ／ ま た は 底  
部 （ ２ ４ ） に わ た っ て グ リ ッ ド 状 に 分 布 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、 前 記 真 空 接 続 部 （ ２ ６ ） が 、 一  
様 に 分 布 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 真 空 リ ー ク 検 知 装 置 を 用 い た 真 空 リ ー ク 検 知 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 真 空 リ ー ク 検 知 装 置 が 、 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） 、 ガ ス 検 出 器 （ １ ６ ） お よ び 被 検 室 （  
１ ２ ） を 具 備 し 、
　 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） が 、 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） を 排 気 す る も の で あ り 、
　 前 記 ガ ス 検 出 器 （ １ ６ ） が 、 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） に よ り 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） か ら 排  
気 さ れ た ガ ス 中 の 被 検 ガ ス を 検 出 す る も の で あ り 、
　 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） が 、 共 有 の ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） に 接 続 さ れ た 複 数 の 真 空 接 続 部 （ ２  
６ ） を 有 し 、
　 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） が 、 流 れ の 方 向 に 沿 っ て 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） と 前 記 真 空 ポ ン プ  



10

20

30

40

50

JP 2024-535384 A 2024.9.30(3)

（ １ ８ ） と の 間 に 形 成 さ れ て お り 、 当 該 方 法 は 、
　 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） 内 に 被 検 体 を 配 置 す る 過 程 と 、
　 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） か ら 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） 内 へ と 及 ぶ ガ ス 圧 力 勾 配 が 、 前 記 被 検  
室 （ １ ２ ） 内 で 該 被 検 室 （ １ ２ ） を 横 断 す る ど の ガ ス 圧 力 勾 配 よ り も 大 き く な る よ う に 、  
前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） お よ び 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） を 排 気 す る 過 程 と 、
　 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） か ら 排 気 さ れ る ガ ス の 流 量 は 、 前  
記 被 検 室 （ １ ２ ） 内 よ り も 、 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） 内 の ほ う が 高 く な る こ と を 特 徴 と す  
る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 真 空 リ ー ク 検 知 時 の 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） 内  
の 別 々 の ２ 箇 所 の ガ ス 圧 力 の 差 が 、 無 視 可 能 な ほ ど 小 さ く 、 好 ま し く は １ ％ 未 満 で あ る こ  
と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ か ら １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 真 空 ポ ン プ （ １ ８ ） の 入  
口 で 且 つ ／ 或 い は 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） 内 で 生 じ る 真 空 圧 が 、 ７ ２ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 好 ま  
し く は ３ ６ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 極 め て 好 ま し く は １ ８ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、  
方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 被 検 室 （ １ ２ ） 内 で 生 じ  
る 真 空 圧 が 、 前 記 ポ ン プ 空 間 （ ２ ８ ） 内 で 生 じ る 真 空 圧 よ り も 高 く 、 か つ 、 特 に は ８ ０ ｍ  
ｂ ａ ｒ 未 満 、 好 ま し く は ４ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 極 め て 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 で あ る こ  
と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 ガ ス を 含 ん だ 被 検 体 の リ ー ク 検 知 の 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 被 検 室 内 に 被 検 体 を 配 置 し 、 真 空 ポ ン プ で 被 検 室 空 間 を 排 気 す る こ と に よ り 、 被 検 ガ ス  
を 含 ま せ た 食 品 包 装 体 、 熱 交 換 器 な ど の 中 空 体 の よ う な 被 検 体 に つ い て 、 そ の 密 閉 性 を 検  
査 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 被 検 室 内 に お い て 被 検 体 外 部 の 領 域 の 圧 力 が 被 検 体 内 部 の 圧  
力 よ り も 低 く な る と 、 被 検 体 に リ ー ク が あ れ ば そ こ か ら 被 検 ガ ス が 漏 出 し 、 こ れ が 真 空 ポ  
ン プ に よ っ て 排 気 さ れ る 。 真 空 ポ ン プ で 排 気 さ れ た ガ ス 流 は 、 被 検 ガ ス を 検 出 す る ガ ス 検  
出 器 に よ る 分 析 を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 古 典 的 な ヘ リ ウ ム リ ー ク 検 知 で は 、 被 検 体 に ヘ リ ウ ム が 充 填 さ れ 、 該 被 検 体 が 大 気 圧 ま  
た は 大 気 圧 よ り も 高 圧 に 設 定 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 ま ず フ ォ ア ポ ン プ （ V o r p u m p e ） で  
被 検 室 を 予 備 排 気 し て お き 、 リ ー ク 測 定 時 に タ ー ボ 分 子 ポ ン プ で 該 被 検 室 を 数 ミ リ バ ー ル  
以 下 の 圧 力 ま で 排 気 す る 。 被 検 体 の リ ー ク か ら 被 検 ガ ス が 漏 出 し て い る と 、 被 検 室 外 に 排  
気 さ れ た ガ ス の う ち 、 被 検 ガ ス の 濃 度 が 、 検 出 器 で 検 出 さ れ る 。 こ の 被 検 ガ ス 濃 度 ま た は  
被 検 ガ ス 分 圧 が 、 被 検 体 の リ ー ク 量 の 尺 度 と な る 。 被 検 室 内 の 作 動 圧 が １ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 に  
も な る と 、 ガ ス の 拡 散 速 度 は 十 分 に 高 速 化 し て お り 、 被 検 体 を 漏 出 し た 被 検 ガ ス は 、 大 き  
な 遅 延 も 伴 わ ず に ガ ス 検 出 器 の セ ン サ 系 統 に 達 す る こ と に な る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス を 高 速 か つ 一 様 に 移 動 さ せ る こ と で 被 検 ガ ス の 検 出 を 迅 速 か つ 高 い 再 現  
性 で 行 う こ と が 可 能 な 、 よ り 高 い 費 用 対 効 果 の 真 空 リ ー ク 検 知 シ ス テ ム お よ び よ り 高 い 費  
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用 対 効 果 の 真 空 リ ー ク 検 知 方 法 を 提 供 す る と い う 目 的 に 基 づ く 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 複 数 の 真 空 接 続 部 が 設 け ら れ た 被 検 室 が 真 空 ポ ン プ に 接 続 さ れ て お り 、 排  
気 さ れ た ガ ス 流 中 の 被 検 ガ ス が 、 ガ ス 検 出 器 に よ っ て 検 出 さ れ る 。 本 件 に お け る 真 空 接 続  
部 と は 、 前 記 被 検 室 の 内 部 か ら 、 前 記 真 空 接 続 部 に 接 続 さ れ た 対 象 空 間 内 へ と ガ ス が 流 通  
す る こ と が 可 能 な 、 前 記 被 検 室 の 壁 部 お よ び ／ ま た は 底 部 お よ び ／ ま た は 蓋 部 に お け る 開  
口 部 の こ と で あ る と 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 少 な く と も 前 記 複 数 の 真 空 接 続 部 、 好 ま し く は 全 て の 真 空 接 続 部 が 、 共 有 の ポ ン プ 空 間  
と 接 続 さ れ て こ の ポ ン プ 空 間 に 開 口 し て い る 。 該 ポ ン プ 空 間 は 、 ポ ン プ ラ イ ン を 介 し て 前  
記 真 空 ポ ン プ に 接 続 さ れ て い る 。 前 記 ガ ス 検 出 器 は 、 前 記 ポ ン プ ラ イ ン に 接 続 さ れ た も の  
と さ れ 得 る 。 前 記 真 空 接 続 部 は 、 前 記 被 検 室 の う ち 、 該 被 検 室 の 空 間 を 境 界 決 め す る 少 な  
く と も １ つ の 壁 部 お よ び ／ ま た は 底 部 お よ び ／ ま た は 蓋 部 に 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 最 大  
限 均 等 に 分 布 し て い る 。 前 記 真 空 接 続 部 は 、 運 転 時 、 前 記 被 検 室 が 前 記 真 空 ポ ン プ で 排 気  
さ れ た 際 に 前 記 ポ ン プ 空 間 内 に 形 成 さ れ る 真 空 圧 が 前 記 被 検 室 内 に 形 成 さ れ る 真 空 圧 よ り  
も 低 く な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 排 気 さ れ る ガ ス の 流 速 は 、 前 記 被 検 室 内 よ り も 、 前 記  
共 有 の ポ ン プ 空 間 の ほ う が 高 く な る 。 つ ま り 、 前 記 被 検 室 に 収 め ら れ た 被 検 体 か ら 該 被 検  
体 の リ ー ク を 通 っ て 漏 出 す る 被 検 ガ ス は 、 前 記 被 検 室 内 で の 移 動 速 度 の ほ う が 、 該 被 検 室  
か ら 任 意 の 前 記 真 空 接 続 部 を 通 り 抜 け た 後 の 移 動 速 度 よ り も 低 速 に な る 。 被 検 ガ ス が 前 記  
被 検 室 か ら 真 空 接 続 部 を 通 り 抜 け る と 、 ト レ ー サ ガ ス が 加 速 し 、 速 度 を 増 し て 前 記 検 出 器  
に 供 給 さ れ る 。 前 記 真 空 接 続 部 は 複 数 あ る の で 、 前 記 被 検 体 の リ ー ク と こ れ に 最 も 近 い 真  
空 接 続 部 と の 間 の 距 離 は 、 真 空 接 続 部 が 一 つ し か な い 従 来 の も の よ り も 短 く な る 。 つ ま り  
、 被 検 ガ ス が 前 記 被 検 室 か ら 真 空 接 続 部 を 通 り 抜 け る ま で に 前 記 被 検 室 内 で 移 動 し な け れ  
ば な ら な い 距 離 が 短 く な る 。 こ の た め 、 リ ー ク か ら 前 記 ガ ス 検 出 器 ま で の 被 検 ガ ス の 移 動  
時 間 も 短 縮 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 漏 洩 ガ ス が リ ー ク か ら 前 記 検 出 器 に 達 す る 際 の 時 間 が 、 前 記 被 検 室 内 で の 被 検  
体 の リ ー ク の 位 置 に 左 右 さ れ 難 く な る 。 つ ま り 、 室 内 で の 被 検 体 自 体 の 位 置 に も 左 右 さ れ  
難 く な る 。 被 検 体 に リ ー ク が 存 在 し た 場 合 に 検 査 系 統 に よ っ て 任 意 の 時 点 で 計 測 さ れ る 信  
号 強 度 が 、 被 検 室 内 で の 該 被 検 体 の 位 置 に 左 右 さ れ 難 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 の 古 典 的 な 真 空 リ ー ク 検 知 の 方 法 と は 異 な り 、 本 発 明 に 係 る 真 空 リ ー ク 検 知 の 方 法  
は 、 高 真 空 ポ ン プ や タ ー ボ 分 子 真 空 ポ ン プ を 必 要 と せ ず 、 代 わ り に ダ イ ア フ ラ ム ポ ン プ 、  
ス ク ロ ー ル ポ ン プ 、 回 転 ベ ー ン ポ ン プ な ど の 、 技 術 的 に よ り 簡 素 な 、 そ れ ほ ど 高 価 で も な  
い 真 空 ポ ン プ で 運 用 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 結 果 と し て 、 本 発 明 に 係 る 真 空 リ ー ク 検 知  
は 技 術 的 に シ ン プ ル か つ 費 用 対 効 果 が よ り 高 い も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 真 空 接 続 部 は 、 前 記 被 検 室 内 の 空 間 を 画 定 す る 少 な く と も １ つ の 壁 部 お よ び ／ ま た  
は 底 部 お よ び ／ ま た は 蓋 部 に わ た っ て 均 等 に 、 例 え ば 一 様 に 分 布 し て 配 置 さ れ た も の で あ  
り 得 る 。 好 ま し く は 、 複 数 の 壁 部 お よ び ／ ま た は 前 記 底 部 お よ び ／ ま た は 前 記 蓋 部 の そ れ  
ぞ れ に 、 複 数 の 真 空 接 続 部 が 設 け ら れ て い る 。 前 記 真 空 接 続 部 同 士 は 、 例 え ば 、 グ リ ッ ド  
の パ タ ー ン で 配 置 さ れ 得 る 。 前 記 被 検 室 の 空 間 は 、 少 な く と も １ つ の 被 検 室 壁 部 お よ び ／  
ま た は 被 検 室 底 部 お よ び ／ ま た は 被 検 室 蓋 部 内 の 、 例 え ば 前 記 ポ ン プ 空 間 を 形 成 す る 二 重  
底 、 二 重 壁 等 に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 複 数 の 真 空 接 続 部 は 、 略 同 じ 長 さ の ラ イ ン で 前 記 ポ ン プ 空 間 に 接 続 さ れ た も の で あ  
り 得 る 。 略 同 じ 長 さ と は 、 真 空 ラ イ ン 同 士 の 長 さ の 差 が 任 意 の 真 空 ラ イ ン の 全 長 の １ ０ ％  
未 満 で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 技 術 的 に 比 較 的 簡 素 で 比 較 的 安 価 な 真 空 排 気 系 統 に よ り 、 排 気 さ れ る  
ガ ス を 高 速 か つ 均 一 に 移 動 さ せ て 真 空 リ ー ク 検 知 を 迅 速 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。 こ れ は  
、 前 記 真 空 接 続 部 に 接 続 さ れ た 前 記 ポ ン プ 空 間 に よ り 、 前 記 被 検 室 内 の 任 意 の 箇 所 の 圧 力  
と 該 ポ ン プ 空 間 内 の 任 意 の 箇 所 の 圧 力 と の 差 を 、 前 記 被 検 室 内 の 別 々 の ２ 箇 所 の 圧 力 の 差  
よ り も 大 き く す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。 つ ま り 、 前 記 被 検 室 内 の 任 意 の 箇 所 か ら 前 記  
ポ ン プ 空 間 （ P u m p v o l u m e n ） 内 の 任 意 の 箇 所 ま で の 距 離 に わ た る ガ ス 圧 力 勾 配 が 、 前  
記 被 検 室 内 の 任 意 の 箇 所 間 の 圧 力 勾 配 よ り も 大 き く な り 、 好 ま し く は 有 意 に 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 前 記 被 検 室 内 で の 圧 力 分 布 が 最 大 限 一 様 と な り 、 つ ま り 、 前 記 被 検 室 内 に  
お け る 前 記 被 検 体 外 部 の 領 域 で の 別 々 の 箇 所 同 士 の 圧 力 の 差 が １ ％ 以 下 に な る 一 方 で 、 前  
記 ポ ン プ 空 間 内 の 任 意 の 箇 所 の ガ ス 圧 力 は 前 記 被 検 室 内 の 任 意 の 箇 所 の 圧 力 よ り も 有 意 に  
低 く な る 。 好 ま し く は 、 前 記 ポ ン プ 空 間 内 の 任 意 の 箇 所 の 圧 力 は 、 前 記 被 検 室 内 の 任 意 の  
箇 所 の 圧 力 よ り も １ ０ ％ 以 上 低 い 。 前 記 被 検 室 内 の 圧 力 は 好 ま し く は ８ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、  
よ り 好 ま し く は ４ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 極 め て 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 で あ る の に 対 し 、  
前 記 ポ ン プ 空 間 内 の 圧 力 は 好 ま し く は ７ ２ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 よ り 好 ま し く は ３ ６ ｍ ｂ ａ ｒ 未  
満 、 極 め て 好 ま し く は １ ８ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ の 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 実 施 形 態 に お い て 、 被 検 室 １ ２ は 、 ポ ン プ ラ イ ン １ ４ を 介 し て 真 空 ポ ン プ １ ８ に 接 続  
さ れ て い る 。 ポ ン プ ラ イ ン １ ４ に は 、 ガ ス 検 出 器 １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 真 空 ポ ン プ １ ８  
は 、 ダ イ ア フ ラ ム ポ ン プ 、 ス ク ロ ー ル ポ ン プ ま た は 回 転 ベ ー ン ポ ン プ で あ り 得 る 。 典 型 的  
に 、 前 記 被 検 室 は 、 蓋 部 ２ ２ 、 底 部 ２ ４ お よ び 複 数 の 壁 部 ２ ０ で 形 成 さ れ て い る 。 図 １ 及  
び 図 ２ に は 開 状 態 の 被 検 室 １ ２ が そ れ ぞ れ 描 か れ て い る が 、 図 示 の 各 矢 印 の 方 向 に 蓋 部 ２  
２ を 気 密 に 閉 じ ら れ る よ う に も な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 各 実 施 形 態 の 蓋 部 ２ ２ に は 、 複 数 の 真 空 接 続 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い  
る 。 グ リ ッ ド 型 に 配 置 さ れ た 真 空 接 続 部 ２ ６ が 、 蓋 部 ２ ２ の 内 側 全 体 に わ た っ て 一 様 に 分  
布 し て い る 。 真 空 接 続 部 ２ ６ は 孔 と し て 形 成 さ れ て お り 、 図 中 で は 点 と し て 描 か れ て い る  
。 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 真 空 接 続 部 ２ ６ 同 士 が 共 有 の ポ ン プ 空 間 ２ ８ に 開 口 し て い る 。 ポ ン  
プ 空 間 ２ ８ は 、 蓋 部 ２ ２ 内 の 空 洞 部 と し て 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 ポ ン プ ラ イ ン １ ４ を 介  
し て 真 空 ポ ン プ １ ８ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 は 、 被 検 室 の 蓋 部 ２ ２ と 底 部 ２ ４ の 両 方 、 さ ら に は 、 全 て の 壁 部 ２  
０ に 複 数 の 真 空 接 続 部 ２ ６ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る と い う 点 で 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 各  
実 施 形 態 と 異 な る 。 こ こ で も 、 真 空 接 続 部 ２ ６ は 点 と し て 簡 略 的 に 描 か れ て い る 。 真 空 接  
続 部 ２ ６ は そ れ ぞ れ 別 々 の 真 空 ラ イ ン ３ ０ で ポ ン プ 空 間 ２ ８ に 接 続 さ れ て お り 、 該 ポ ン プ  
空 間 が ポ ン プ ラ イ ン １ ４ に 開 口 し て い る 。 最 も 単 純 な 場 合 に お い て 、 ポ ン プ 空 間 ２ ８ は ポ  
ン プ ラ イ ン １ ４ の 一 部 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 示 し な い 被 検 体 が 被 検 室 １ ２ 内 に 配 置 さ れ て 被 検 室 １ ２ が 閉 じ ら れ た 後 、 真 空 ポ ン プ  
１ ８ に よ り 、 被 検 室 １ ２ 内 の 圧 力 が ８ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 好 ま し く は ４ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 極  
め て 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 に 低 下 さ せ ら れ る 。 前 記 被 検 室 内 の 圧 力 は 、 好 ま し く は  
７ ２ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 よ り 好 ま し く は ３ ６ ｍ ｂ ａ ｒ 未 満 、 極 め て 好 ま し く は １ ８ ｍ ｂ ａ ｒ 未  
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満 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 被 検 体 に リ ー ク が あ る と 、 該 被 検 体 内 部 か ら そ の リ ー ク を 通 っ て 被 検 ガ ス が 被 検 室  
１ ２ に 漏 出 し 、 こ れ が 少 な く と も １ つ の 真 空 接 続 部 ２ ６ を 通 っ て ポ ン プ 空 間 ２ ８ に 吸 引 さ  
れ る 。 真 空 接 続 部 ２ ６ は 複 数 あ る の で 、 最 も 近 い 真 空 接 続 部 ２ ６ か ら 被 検 ガ ス が ポ ン プ 空  
間 ２ ８ に 達 す る ま で に 該 被 検 ガ ス が 前 記 被 検 室 内 で 移 動 し な け れ ば な ら な い 距 離 が 比 較 的  
短 く な る 。 本 発 明 で は 真 空 接 続 部 ２ ６ が 複 数 あ る の で 、 被 検 室 内 の 任 意 の 箇 所 か ら 最 も 近  
い 真 空 接 続 部 ２ ６ ま で の 相 対 距 離 が 、 真 空 接 続 部 が 一 つ し か な い 従 来 の 原 理 に 比 べ て 短 く  
な る 。 こ れ に よ り 、 漏 洩 ガ ス が 漏 出 し て か ら 検 出 器 に 達 す る ま で の 経 過 時 間 に つ い て の 、  
被 検 室 内 で の リ ー ク の 場 所 の 違 い に よ る ズ レ が 、 真 空 接 続 部 が 一 つ し か な い 場 合 よ り も 小  
さ く な る 。 つ ま り 、 被 検 室 内 で の リ ー ク の 随 時 の 場 所 の 違 い に よ る こ の よ う な 時 間 差 が 、  
真 空 接 続 部 が 一 つ し か な い 場 合 よ り も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 被 検 ガ ス が 真 空 接 続 部 ２ ６ を 流 れ 抜 け る と 、 ポ ン プ 空 間 ２ ８ 内 は 圧 力 や 気 体 濃 度 が 低 く  
な っ て い る た め 、 被 検 ガ ス が 加 速 す る 。 排 気 さ れ る ガ ス の 拡 散 速 度 や 流 量 は 、 被 検 室 １ ２  
内 よ り も ポ ン プ 空 間 ２ ８ 内 や ポ ン プ ラ イ ン １ ４ 内 の ほ う が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 被 検 室 １ ２ 内 の 任 意 の 別 々 の 箇 所 間 の 経 路 に 沿 っ て 運 転 時 に 形 成 さ れ る ガ ス 圧 力 勾 配 は  
、 被 検 室 １ ２ 内 の 任 意 の 箇 所 か ら ポ ン プ 空 間 ２ ８ 内 の 任 意 の 箇 所 ま で の 経 路 に 沿 っ て 形 成  
さ れ る ガ ス 圧 力 勾 配 よ り も 小 さ く な る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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